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「移動平均線の収れんを調べる」

複数の移動平均がまとまっている（収れん）銘柄を調べるには、絞り込み検索の
「６７．複移動平均線」を使います。

例えばこういう銘柄

これら複数の移動平均線が収れん（ま
とまっている）かどうかを調べる

収れんしている

横ばいから
下離れ
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５本の移動平均線の周期を入力
※「１」とした場合は終値の事となります。

収れん具合をここで決めます。

複移動平均線の幅とは、一番大きい値の移動平均線と一番小さい値の移動平均線の間の
事です。

その中心から、どのくらい移動平均線が離れているかを％で入力します。

「０」以上の数値を入力します。※下に離れていてもマイナスの値は入力しません。
中心から一番大きい移動平均線へのと離れ具合と覚えて下さい。

中心とは平均値の事です。

中心 ＝ （一番大きい移動平均線＋一番小さい移動平均線）÷２
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今回は収れんだけを調べたいので、移動平均線の上向きの本数は、下記のように入力し
ます。

この条件は、全ての銘柄に当てはまるものとなります。
※検索条件が効いていない事と同意となります。

どんな銘柄であっても５本全部の移動平均線が下向きであっても「０」ですし、
また過去「０」日間なので当日のみ調べ、上向きが「５」本以下ですから、
５本の移動平均線の上向きの本数が「５」を超える事はありません。

よって、収れんだけを調べる事が出来ます。

一番大きい

一番小さい

中心
幅
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■５本の移動平均線の収れんが０．５％以下の場合

２０１９年５月３１の結果

条件をきつくすると、合格銘柄は「０」となってしまいます。例えば「０．１」以下
この加減は、何回か検索を繰り返して試すしかありません。
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■５本もいらない、３本の移動平均線の収れんを調べたい

同じ周期を繰り返して入力します。

３本しか使わない場合は、周期④、周期⑤には、周期③（または①か②）と同じもの

５日、２５日、７５日の移動平均線が、０．２％以下に収れんしている銘柄をスクリー
ニングしてきます。
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２０１９年５月３１日の結果

このようなＴＯＢがかかった銘柄も含まれますので、合格したチャートは見て確認して
下さい。



- 7 -

■収れんではなく、複数の移動平均線の幅が大きいものをスクリーニングする場合

収れん条件に大きい数値を入れます。

終値、５日、２５日、７５日の移動平均線の幅が３０％以上の銘柄をスクリーニング

移動平均線の周期にもよりますが、「５０」％以上などとすると、合格は「０」となる
事が多いです。

「９９９」％以下とは、ありえない大きい数値をわざと入力します。
こうすることによって、上限はなくなります。９９９％離れる事はありませんので。

移動平均線の幅が拡大しているものが合格してきます。
過去、上にも下にも動意付いた、または直近でそうなっている銘柄です。

※カイリ度を使うと、上に離れている、または下に離れているとなりますが、ここでは
移動平均線の幅が基準なので上、下両方に離れている銘柄が合格します。
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２０１９年５月３１日の結果

過去大きく下落

最近大きく下落
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今回紹介したように、５本とかではなく、２本の移動平均線が収れんしている、または
拡大しているという検索であれば、「５９．移動平均間カイリ」を使うといいでしょう。

こちらなら、拡大を調べる時、上か下かを条件に加えるとが出来ます。

また期間を設定出来ますので、長い間収れんしている、または拡大しているというスク
リーニングが可能です。

直近で大きく上昇


